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特　　集 FEATURE ARTICLES

　平成１６年度歳入歳出決算が９月に開かれた
定例議会で認定されました。これらの
概要についてお知らせいたします。

　

全
国
的
に
景
気
が
回
復
し
て
い
る
と
言

わ
れ
る
中
、
地
方
財
政
は
中
小
企
業
な
ど

の
業
績
回
復
の
遅
れ
に
よ
る
税
収
の
落
ち

込
み
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
新
た
な
財

源
確
保
の
難
し
さ
等
、
依
然
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
町
で
は
給
与
の

削
減
や
事
務
費
等
を
含
む
物
件
費
の
更
な

る
縮
小
な
ど
歳
出
面
の
一
層
の
効
率
化
を

図
り
な
が
ら
、
保
健
・
福
祉
事
業
や
環
境

保
全
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
町
民
生
活
全

般
に
わ
た
る
諸
施
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
治
体
財
政
の
自
由

度
を
示
す
比
率
と
し
て
使
わ
れ
る
経
常
収

支
比
率
は　

・
４
％
と
昨
年
よ
り
０
・
９

９１

　
　

悪
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
歳
出
面

ンポ
トイの

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
上
回
る
歳
入
の
減
少

に
よ
る
も
の
で
、
平
成　

年
度
以
降
も
行

１７

財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
た
改
革
を

堅
実
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

町
の
財
政
状
況

各
会
計
の
決
算
概
要

　

下
表
は
、
平
成　

年
度
の
決
算
額
を
各

１６

会
計
別
に
示
し
た
も
の
で
す
。
一
般
会
計

と
特
別
会
計
の
合
計
額
は
、
歳
入
で
１
１

４
億
７
、
５
６
２
万
円
、
歳
出
で
１
０
８

億
７
、
４
４
８
万
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出

差
引
額
は
６
億
１
１
４
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

歳出決算額歳入決算額会　　計　　名

61億5,755万円63億 6,412万円一　般　会　計

16億8,266万円18億 1,489万円国民健康保険

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

19億9,770万円20億 3,004万円老人保健

7億8,397万円8億2,517万円介護保険

13万円13万円介護保険サービス事業

24万円1,643万円母畑財産区

48万円964万円中谷財産区

42万円52万円石川地方町村心身障害
児就学指導審議会

478万円3,544万円土地開発事業

2億0,120万円2億0,411万円簡易水道事業

4,535万円1億7,513万円宅地造成事業

108億7,448万円114億7,562万円合　　　　　計

平成
　
１６年度

　町が使う費用は、大きく「一般会計」
と「特別会計」の2つに分かれ、別々
に経理されています。
　一般会計は、福祉や教育・まちづくり
などの基本的なサービスを行うための
会計で、約５５％を占めています。特別会
計は国民健康保険や簡易水道など、それ
ぞれの目的に沿って使途が明確にされ
た会計をいいます。　基本的には独立採
算制をとっていますが、歳入不足の際は、
一般会計からの繰入金で補てんされて
います。
　そのほか完全に独立採算制の企業会
計方式をとる、水道事業会計があります。
　これらの会計は、それぞれ歳入と歳出
の2つに分けられ、その中身もさらに
目的や事業ごとに区分し、皆さんから納
めていただいたお金が細かく経理され
ています。

���������������������������������������������������������������������������������������������������������
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会計別歳入歳出決算額
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◆年度別決算額の推移◆

歳　出歳　入年　度

70億1,462万円72億2,990万円平成12年度

70億0,699万円71億4,684万円平成13年度

71億2,794万円72億7,743万円平成14年度

62億4,187万円64億3,985万円平成15年度

61億5,755万円63億6,412万円平成16年度

　

町
税
で
は
、町
民
税
で
対
前
年
度
比
３
・

７
％
減
の
４
億
６
、
９
７
５
万
円
、
固
定

資
産
税
で
１
・
０
％
減
の
８
億
８
、
３
６

８
万
円
と
、
各
税
目
と
も
お
お
む
ね
前
年

度
の
減
少
率
に
比
べ
低
減
し
た
も
の
の
、

全
体
で
対
前
年
度
比
１
・
６
％
減
の　

億
１５

２
、
０
４
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
８
、
５
７
６
万
円
減

の　

億
１
、
１
０
６
万
円
（
３
・
７
％
減
）

２２
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
地
方
譲
与
税
は
、

新
設
さ
れ
た
所
得
譲
与
税
の
影
響
で　

・
２７

９
％
増
の
１
億
９
、
４
８
４
万
円
と
な
り
、

さ
ら
に
、
各
種
交
付
金
に
つ
い
て
も
対
前

年
度
比
３
・
５
％
増
の
３
億
４
、
１
８
４

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
債
で
は
、
平
成
７
年
度
８
年
度
に

発
行
し
た
減
税
補
て
ん
債
の
償
還
金
に
つ

い
て
国
の
方
針
に
よ
り
借
換
を
行
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
対
前
年
度
比
２
・
０
％
増
の

７
億
５
、
９
９
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

分担金及び負担金　2億6,317万円（4.1％） 

町民税　4億6,975万円（7.4％） 

固定資産税　8億8,486万円（13.9％） 

その他の税　1億6,579万円（2.6％） 

繰越金　1億9,798万円（3.1％） 

その他の自主財源　3億471万円（4.8％） 

諸収入　1億1,493万円 
繰入金　1億727万円 
使用料及び手数料　6,938万円 
その他　1,313万円 

たばこ税　　1億601万円 
軽自動車税 　3,402万円 
入湯税 　　　2,576万円 

地方譲与税　1億9,483万円（3.1％） 

地方消費税交付金　1億9,840万円（3.1％） 
地方交付税　22億1,106万円（34.7％） 

国庫支出金 
2億7,499万円 
　　　　（4.3％） 

県支出金 
2億9,524万円 
　　　　（4.6％） 

町債　7億5,990万円（12.0％） 

その他の依存財源　1億4,344万円（2.3％） 

町税　15億2,040万円 
　　　　　　　　（23.9％） 

一般会計歳入決算の内訳 一般会計歳入決算の内訳 

歳入総額：63億6,412万円 

自主財源 
（35.9％） 
自主財源 
（35.9％） 

依存財源 
（64.1％） 
依存財源 
（64.1％） 

町税内訳 

一
般
会
計

　

一
般
会
計
決
算
は
歳
入
決
算
額
で
前
年

度
比
１
・
２
％
減
の　

億
６
、
４
１
２
万

６３

円
、
歳
出
決
算
で
同
じ
く
１
・
４
％
減
の

　

億
５
、
７
５
５
万
円
と
な
り
、
歳
入
歳

６１出
差
引
額
は
２
億
６
５
７
万
円
の
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
年
度
か
ら
の
繰

越
金
を
差
し
引
い
た
平
成　

年
度
中
の
歳

１６

入
歳
出
の
差
引
で
あ
る
単
年
度
収
支
は
わ

ず
か
８
５
６
万
円
で
、
こ
の
中
に
は
、
財

政
調
整
積
立
金
か
ら
の
繰
入
金
６
、
０
０

０
万
円
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　地方財政法の規定に基づき設

置された年度間の財源の不均衡

を調整するための積立金です。

いわば将来に対する町の貯金の

ようなお金です。

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

歳
入
の
主
な
内
容
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その他　1億2,502万円（2.0％） 

人件費 
16億4,292万円 
　　　　（26.7％） 

扶助費 
3億9,393万円 

（6.4％） 

公債費 
12億4,157万円 
　　　　（20.2％） 

性質別で見た歳出 

普通建設事業費 
5億2,732万円（8.6％） 

繰出金 
5億3,843万円 
　　　　（8.7％） 

物件費 
5億6,533万円 
　　　　（9.2％） 

補助費等 
11億2,304万円 
　　　　（18.2％） 

義
務
的
経
費 

任
意
的
経
費 

特　　集 FEATURE ARTICLES

◆
目
的
別
に
見
る
と

　

歳
出
決
算
額
を
そ
の
経
費
の

行
政
目
的
に
よ
っ
て
分
類
す
る

目
的
別
分
類
で
見
る
と
、
福
祉

や
環
境
に
対
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

を
反
映
し
、
民
生
費
で　

億
６
、

１１

１
０
１
万
円
（
０
・
２
％
増
）、

衛
生
費
で
９
億
４
、
８
５
１
万

円
（
６
・
０
％
減
）
と
、
こ
の

２
つ
の
費
目
で
歳
出
決
算
額
の

３
分
の
１
を
超
え
る　

・
３
％

３４

を
占
め
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
農
村

総
合
整
備
事
業
の
完
了
な
ど
も

あ
り
、
対
前
年
度
比　

・
９
％

２９

減
の
４
億
６
３
９
万
円
、
土
木

費
に
お
い
て
は
、
地
方
交
付
税

等
減
少
の
影
響
を
受
け
、
対
前

年
度
比　

・
３
％
減
の
２
億
９
、

２０

１
１
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
性
質
別
に
見
る
と

　

歳
出
決
算
を
性
質
別
に
分
析
す
る
と
、

人
件
費
で
は
、
特
別
職
及
び
一
般
職
給
与

の
一
部
削
減
（
詳
細
６
ペ
ー
ジ
）
に
よ
り
、

対
前
年
度
比
６
・
５
％
減
の　

億
４
、
２

１６

９
２
万
円
と
な
り
、
額
に
し
て
、
１
億
１
、

４
５
０
万
円
の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
消
耗
品
や
各
種
委
託
料
等
の
物
件
費
は

一
層
の
縮
減
を
図
り
、
対
前
年
度
比　

・
１０

７
％
減
の
５
億
６
、
５
３
３
万
円
、
普
通

建
設
事
業
費
に
お
い
て
も
昨
年
に
引
き
続

き
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
扶
助
費
で
は
、
前
年
度
比
９
・

０
％
増
の
３
億
９
、
３
９
３
万
円
、
一
般

会
計
か
ら
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、

５
・
５
％
増
の
５
億
３
、
８
４
３
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

民生費 
11億6,101万円 
　　　　（18.9％） 

農林水産業費　4億638万円（6.6％） 

商工費　1億2,908万円（2.1％） 
土木費 
2億9,115万円（4.7％） 

その他　1億5,751万円（2.5％） 総務費　8億3,593万円 
　　　　　　　　（13.6％） 

衛生費 
9億4,851万円（15.4％） 

消防費 
3億8,279万円（6.2％） 

教育費 
6億362万円 
　　　（9.8％） 

公債費 
12億4,157万円 
　　　　（20.2％） 

目的別で見た歳出 

歳
出
の
主
な
内
容

みなさんの 
このように使われました 
１，９５１円　公債費…町債（借入金）の返済に 

１，７４３円　民生費…お年寄りや子どもたちのために 

１，６３７円　総務費…町の行事や役場の管理等に 

１，４１６円　衛生費…ごみの収集、健康診断などに 

１，２２７円　教育費…教育関係に 

 ６６４円　農林水産業費…農林業の振興のために 

 ６０８円　消防費…防災や消防団活動のために 

 ４０８円　土木費…道路・公園の整備、管理などのために 

 １８６円　議会費…町議会運営のために 

 １００円　商工費…商工業振興のために 

 ６０円　その他…災害の復旧などのために 

※この金額は各費目の一般財源を１０，０００円に割り返したものです。 

みなさんの 
このように使われました 

「1万円」 「1万円」 
歳出総額61億5,755万円
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12億円 90億円 

地方債残高 

80億円 

70億円 

60億円 

50億円 

40億円 

30億円 

20億円 

10億円 

0

借入額　 
元金償還額 

10億円 

8億円 

6億円 

4億円 

2億円 

0
7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

年度 

借入額 元金償還額 地方債残高 

公債費と地方債残高の推移 

１６年度決算１５年度決算

2億7,797万円2億7,144万円収入
収益的
収　支

2億0,842万円2億1,588万円支出

1,214万円900万円収入
資本的
収　支

9,353万円9,889万円支出

資本的収入額が支出額に対して不足する8,138万円は、当該年度損益
勘定留保資本金等で補てんしました。

Ⅰ 心豊かに学ぶ力をつなぐまちづくり Ⅳ 活力に満ちたたくましいまち 

Ⅴ 町民とともに歩むまち 

Ⅲ 人にやさしく健康で安心して暮らせるまち 

文化財保護・普及経費、町史編纂事業など 

●歴史を学びあい個性豊かな社会をつくるために 
　　　　　　　　　　　　　　　１，３４９万円 

小・中学校関係経費、生涯学習推進事業、スポーツ育成事業など 

●明日を担う人づくりのために　　８，１２６万円 

Ⅱ 自然と調和し安全で快適なまち 

防犯設備整備事業、消防設備整備事業 

●安全で安心な地域社会をめざすために　６７２万円 

定住促進事業、浄化槽設置整備事業、緊急地方道路整備事業、簡易水
道事業など 

●快適な都市基盤の整備をめざすために　４億８，６０５万円 

エネルギー推進事業、石川地方生活環境施設組合負担金など 

●自然と共生する社会をつくるために　４億７，１５１万円 

介護保険事業、障害者福祉事業、救急医療事業、老人保険事業など 

●みんなが安心していきいきと暮らすために 
　　　　　　　　　　　　　３３億６，８８６万円 

児童クラブ運営経費、母子保健事業、国民健康保険事業など 

●やさしさと思いやりをもって共に生きるために 
　　　　　　　　　　　　　１６億８，４８０万円 

石のまちづくり事業、観光宣伝事業など 

●地域資源を有効に活用するために 
　　　　　　　　　　　　　　　５，２６１万円 

園芸作物振興事業、畜産振興事業、森林整備地域支援事業、中小企業対
策事業 

●環境変化に柔軟な産業育成のために 
　　　　　　　　　　　　　　３億７，２５６万円 

道路台帳整備事業など 

●効率的な行財政運営の推進　　　２，８３５万円 

総合行政ネットワーク事業、住民基本台帳ネットワークシステム事業など 

●開かれた行政の推進　　　　　８，９４７万円 

地域づくり事業、オーストラリア研修事業など 

●町民総参加の推進　　　　　　３，１８９万円 

（教育・文化）９，４７５万円 

（生活環境）９億６，４２８万円 

（産業）４億２，５１７万円 

（町民総参加）１億４,９７１万円 

（福祉）５０億５，３６６万円 
平成16年度に取り組んだ 

平成１６年度中に取り組んだ様々な事業を、
第４次総合計画“キララ２１プラン”の区
分にしたがって抜粋して紹介します。 

水道事業会計決算
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特　　集 FEATURE ARTICLES

　

町
で
は
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
町
職

員
の
定
員
適
正
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
平

成　

年
の
２
０
０
人
か
ら
平
成　

年
ま
で

１６

２５

の
９
年
間
で　

人
の
職
員
削
減
を
目
指
し

５０

て
い
ま
す
。

�
職
員
の
給
与

　

町
職
員
の
給
与
は
民
間
給
与
の
調
査
に

基
づ
く
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
及
び
国
や

他
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
均
衡
を
考
慮

し
つ
つ
町
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定

め
て
い
ま
す
。

�
職
員
数

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
数
は

１７

１
９
６
人
で
、
平
成　

年
に
比
べ
４
名
の

１６

減
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
臨
時
・
嘱
託
職
員

除
く
）

�1 　人件費の状況（平成１６年度一般会計決算）
前年度の
人件費率人件費率人件費（B）実質収支歳出総額（A）

28.2％26.7％164,292万円20,657万円615,755万円

※人件費には、議会議員やその他非常勤特別職の報酬、町長・助役・収
入役などの特別職給与、職員給与及び退職手当組合負担金などが含まれ
ます。

�2 　職員給与費の状況（平成１６年度一般会計決算）

前年度
一人当
り給与

一人当
り給与

給与費
職員数

計期末・勤勉
手当職員手当給料

619
万円

601
万円

107,052
万円

24,412
万円

7,933
万円

74,707
万円

178
人

※職員数は、教育長及び事業費支弁職員3名を除く人数です。
※職員手当には退職手当は含みません。

�3 　平均年齢及び平均給料月額の状況（平成１７年４月現在）

平均給料月額平均年齢区分

342,000円４２歳８月一般行政職員

347,700円５０歳２月技能労務職員

�4 　初任給の状況（１７年４月１日現在）
２年後の給料初任給区分

184，400円170,700円大学卒

一般行政職 160，200円148,500円短大卒

148，500円138,800円高校卒

148，500円138,800円高校卒技能労務職

�6 　特別職報酬等の状況
期末手当給料（報酬）月額

（支給割合）304,000
円議長

報　
　

酬

678,300
円町長

給　
　

料

1.6月分6月期末239,400
円副議長575,100

円助役

1.7 月分12月期末223,300
円議員538,200

円収入役

3.3月分計538,200
円教育長

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
職
員
の
給
与
実
態
を
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
町
職
員
の
給
与
を
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
数
値
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成　

年
「
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
」
及
び
「
地
方
公
共
団

１７

体
定
員
管
理
調
査
」
等
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

平
成　

年
ま
で
に

２５

　

人
の
削
減

５０

　

町
で
は
現
在
の
経
済
状
況
を
踏
ま
え
独

自
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

① 
特
別
職
（
町
長
な
ど
の
三
役
及
び
教
育

長
）
の
給
与
月
額　

％
減
額
（
町
長　

１０

１５

％
減
額
）

② 
職
員
の
給
料
月
額
５
％
相
当
分
の
減

額
（
６
月
と　

月
の
期
末
手
当
よ
り
そ

１２

れ
ぞ
れ
６
月
分
ず
つ
一
括
し
て
減
額

し
て
い
ま
す
。）

③ 
期
末
勤
勉
手
当
の
一
部
を
削
減
し
て

い
ま
す
。

④ 
管
理
職
（
課
長
補
佐
以
上
の
職
員
）
手

当
支
給
額
の　

％
減
額

２０

⑤
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
を
停
止
し
て
い

ま
す
。

町
長　

％
特
別
職　

％

１５

１０

一
般
職
５
％
を
減
額

�5 　経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（１７年４月１日現在）
経験年数

２０年～２５年未満
経験年数

１５年～２０年未満
経験年数

１０年～１５年未満区分

383,200円341,000円290,800円大学卒

一般行政職 387,800円335,900円281,700円短大卒

348,600円302,100円238,800円高校卒

306,200円高校卒技能労務職

���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������

���������������������������������

���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������
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�7 　職員手当の状況（平成１７年４月１日現在）

国町区分

期末勤勉
手当

勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当

0.7月分1.4 月分0.7 月分1.4 月分6月期

0.7 月分1.6 月分0.7 月分1.6 月分12月期

1.4 月分3.0 月分1.4 月分3.0 月分計

国町

退職手当

定年・勤奨自己都合定年・勤奨自己都合（支給率）

27.3 月21.0 月27.3 月21.0 月勤続20年

42.12月33.75月42.12月33.75月勤続25年

59.28月47.5 月59.28月47.5 月勤続35年

59.28月59.28月59.28月59.28月最高限度

危険・困難・不快・不健康な業務に従事する職員（税務職
員ほか8職種）に対して支給される手当て。
※現在支給なし

特殊勤務
手当

正規の職員が勤務時間を越えて勤務したときに支給され
る手当て
職員一人当たりの平均支給月額17,000円

時間外勤務
手当

配偶者13,500円配偶者以外の扶養家族のうち2人まで、
それぞれ6,000円扶養手当

月額9,500円を超える家賃を支払っている職
員に対し100円から27,000円

借家
借間

住居手当 2,500円
新築、購入されたものである場合は、その日か
ら起算して5年間は3,500円

自宅

51,000円まで全額、51,000円を超えた場
合、その超えた額の2分の1の額を51,000
円に加えた額

交通機関
等利用者

通勤手当

通勤距離に応じて2,200円から43,900円交通用具
利用者

�8 　一般行政職の級別職員数（平成１７年4月1日現在）

合計8級7級6級5級4級3級2級1級区分

課　　長課長・主幹
課長・主幹・
課長補佐・
主任主査

主任主査・
係長・主査係長・主査主　　事主　　事主　事　補標準的な業務

111993222151482職員数（人）

1008.18.128.919.813.512.67.21.8構成比（％）

1008.95.426.821.412.513.48.92.7前年度構成比参考

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、公営企業職、技能労務職、教育公務職を除いた行政職員です。

�9 　職員数の状況

計

公営企業部門
一
般
会
計

特別行政
部門一般行政部門

部　
　

門
小　
　

計

そ　
の　
他

水　
　

道

教　
　

育

小　
　

計

土　
　

木

農
林
水
産

商
工
労
働

民
生
衛
生

税　
　

務

総
務
企
画

議　
　

会

19621101117535140111036810362平成
17年

2002211111784313511936310372平成
16年

△4△1△10△ 3△8501050△ 10差引

�１０ 　定員適正化計画の年次別進捗状況

計公営企業等会計（水道等）特別行政（教育）一般行政

増減数職員数増減数職員数増減数職員数増減数職員数

―150―18―19―113平成２５年度（目標年）

△５０（ａ）200△４22△ 2443△ 22135平成１６年度（計画年）

25.0％削減率

△4（ｂ）196△ 121△ 8355140平成１７年度　　　　　

（ｂ÷ａ）8.0％進捗率



8 2005.11.012005.11.01

　

制
度
が
始
ま
っ
て
以
来
、
高
齢
者
と
家
族
の
生
活
を
支
援
し
て
き
た
介
護
保
険
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
み
な
さ
ん
の
生
活
に
浸
透
す
る
一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
も

明
確
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
制
度
の
健
全
な
運
営
の
た
め
、
そ
し
て
明
る
く
活
力

あ
る
高
齢
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
平
成　

年
４
月
か
ら
次
の
よ
う
な
内
容
に
改
め

１８

る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
を
重
視
し
た
し
く
み
に
な
り
ま
す

介
護
保
険
を
よ
り
よ
い
制
度
へ 
介
護
保
険
を
よ
り
よ
い
制
度
へ 
特　　集 FEATURE ARTICLES

　

介
護
保
険
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
立

支
援
」
を
徹
底
し
て
い
く
た
め
に
、
要
介

護
状
態
が
軽
度
の
高
齢
者
に
対
し
て
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
に
つ
い
て
、
現
在
予
防
給
付

を
利
用
し
て
い
る
対
象
者
の
範
囲
、
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
体
制
な

ど
の
見
直
し
、
軽
度
の
高
齢
者
に
本
来
の

意
味
で
の
介
護
予
防
給
付
を
行
う
「
新
予

防
給
付
」
を
創
設
し
ま
す
。

 
対　

象　

者 

　

原
則
と
し
て
要
介
護
状
態
の
軽
度
の
人

（
現
在
の
要
支
援
、
要
介
護
１
の
一
部
）

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
介
護
認
定
審
査
会

に
お
い
て
現
行
の
要
介
護
状
態
区
分
の
審

査
に
加
え
、
高
齢
者
の
「
状
態
の
維
持
ま

た
は
改
善
可
能
性
の
審
査
」
の
観
点
か
ら

明
確
な
基
準
を
設
け
て
審
査
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
決
定
し
ま
す
。

 
サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

　

こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
生
活
機
能
の

維
持
・
向
上
と
い
う
点
か
ら
見
直
し
ま
す
。

例　

単
に
利
用
者
の
生
活
機
能
を
低
下
さ

せ
る
家
事
代
行
型
の
訪
問
看
護
は
原
則
行

わ
ず
、
行
う
場
合
に
も
必
要
性
を
見
直
し
、

期
間
や
提
供
方
法
な
ど
も
限
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
機
能
の
維
持
・
向
上
に
効

果
が
明
ら
か
な
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

例　

筋
力
向
上
、
栄
養
改
善
、
口
腔
機
能

向
上
な
ど

 
新
し
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制 

　

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
前
か
ら
、

介
護
予
防
に
向
け
た
一
貫
性
・
連
続
性
の

あ
る
「
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
確

立
し
ま
す
。

　

要
支
援
・
要
介
護
に
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
事
業

を
新
た
に
設
け
、
地
域
に
お
い
て
介
護
保

険
と
あ
わ
せ
て
継
続
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
い
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

①
介
護
予
防
事
業

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
で
は
な
く
、

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
て
い
る
人
を
対
象

に
調
査
を
行
い
、
必
要
な
人
に
転
倒
骨
折

予
防
教
室
や
栄
養
指
導
な
ど
の
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

②
包
括
的
支
援
事
業

　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
や
高
齢
者

の
総
合
相
談
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
の

調
整
な
ど
の
支
援
事
業
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
へ
の
支
援
事
業
な
ど
を
ひ
と
つ
に
ま

と
め
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

□１
 
 
新
予
防
給
付
の
創
設

□２
 
　

地
域
支
援
事
業
の
創
設

　
要
介
護
度
が
軽
い
人（
生
活
機

能
が
改
善
す
る
可
能
性
が
高
い
人
）

に
対
し
、要
介
護
状
態
の
軽
減
や

悪
化
防
止
を
目
的
と
し
た
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

要
介
護
認
定
で
非
該
当
と
判
定
さ

れ
た
人
な
ど
、要
支
援
・
要
介
護
状

態
に
な
る
と
お
そ
れ
の
あ
る
人
に

対
し
て
も
、介
護
保
険
か
ら
介
護

予
防
事
業
を
行
い
ま
す
。 

　
介
護
保
険
が
始
ま
っ
て
か

ら
も
、要
介
護
度
が
軽
い
人（
要

支
援
・
要
介
護
１
）が
増
加
し

て
い
る
よ
う
で
す
が
・・・
。 

　
要
介
護
度
が
軽
い
人
へ
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
状
態
の

改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
？ 
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介護予防のスクリーニング 
※介護予防サービスを必要とするかを調査します。 

自立した生活が 
送れている人 

要介護・要支援
状態になるおそ
れのある人 

●介護予防事業 
介護予防サービスを 
提供 
（例：転倒骨折予防教室、
栄養指導など） 
●包括的支援事業 
高齢者の総合相談、各
サービスの調整など 

地域包括支援センターが、包括的・継続的
に介護予防マネジメントを行います 
 

要支援・要介護状態になる
ことを防ぎます 

介護状態の重度化を防ぎ
ます 

居宅支援事業者がケアマ
ネジメントを行います 

生活機能の維持・向上に
効果が明らかなサービ
スを提供 
（例：筋力向上、栄養指導、
口腔機能向上など） 
※これまでのサービス
も内容や提供方法を
見直します 
 

要支援者 

※現行の要支援者
と軽度の要介護者
（要介護１の一部） 

要介護者 

要介護認定 
要介護状態区分の審査＋状態の維持または改善の
可能性の審査 

介護予防を重視した新たなしくみへ（全体概要） 

今は介護を必要としていない方 

地域支援事業 新予防給付 

自立した生活自立した生活 要支援要支援・要介護要介護 
のおそれのおそれ 

要支援要支援 要介護者要介護者 自立した生活 ＳＴＯＰ ＳＴＯＰ 要支援・要介護 
のおそれ 

要支援 要介護者 

●在宅サービス 
●施設サービス 元気なお年寄り 

介護や支援を必要としている方 

高 齢 者  

介護予防を重視した新たなしくみへ（全体概要） 
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●
石
川
町 

第
4
次
総
合
計
画
● 

① 

キ
ラ
ラ
21
プ
ラ
ン

キ
ラ
ラ
21
プ
ラ
ン

教
育
・
文
化 
Ⅰ
 
Ⅰ
 
心
豊
か
に
学
ぶ
力
を 

つ
な
ぐ
ま
ち 

�
生
涯
学
習
の
充
実

▲みんな一生涯学びます

　

生
涯
学
習
の
柱
と
な
る
社
会
教
育
と
し

て
各
公
民
館
に
お
い
て
各
種
学
級
・
講
座

の
実
施
や
、
様
々
な
自
主
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
の
町
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
「
生
涯
学
習
推
進
本
部
」
を

設
置
し
た
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

に
取
り
組
み
、
各
種
学
習
活
動
や
学
校
施

設
開
放
な
ど
機
会
提
供
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
、
活
動
拠
点
の
整
備
を
図
る
と
共

に
、
指
導
者
の
育
成
及
び
町
民
各
層
の
自

覚
と
意
欲
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
努
め
ま

す
。

　

明
日
の
石
川
を
担
う
青
少
年
が
、
そ
の

個
性
と
可
能
性
を
伸
ば
し
、
人
間
性
豊
か

な
町
民
と
し
て
育
つ
よ
う
、
家
庭
、
地
域
、

学
校
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
な
社
会
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
共
に
、
指
導
者
の

育
成
・
確
保
に
努
め
な
が
ら
子
供
会
活
動

や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
青
少
年
の
自
主
的
な
団
体
活
動
の
育

成
や
地
域
参
画
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

幼
児
教
育
は
社
会
生
活
に
必
要
な
基
本

的
な
生
活
を
身
に
つ
け
る
と
共
に
、
人
間

性
の
基
礎
が
養
わ
れ
る
よ
う
、「
生
き
る

力
」
の
基
礎
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

義
務
教
育
で
は
「
ゆ
と
り
」
の
中
で
自

ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
な
ど
の
「
生
き
る

力
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

「
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
実
践
」
や
学
校

評
議
員
制
度
の
導
入
な
ど
に
よ
る
「
地
域

に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
ま

す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
対
応
す

る
た
め
に
通
学
区
域
や
学
校
規
模
の
見
直

し
に
つ
い
て
多
角
的
に
検
討
し
ま
す
。

�
青
少
年
の
健
全
育
成

�
幼
児
・
学
校
教
育
の
充
実

�
ス
ポ
ー
ツ
で
心
身
を
成
長
さ
せ
ま
す

�
子
ど
も
た
ち
が
未
来
を
担
い
ま
す

石川町合併50周年記念特集 石川町合併50周年記念特集 
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�
次
々
と
発
刊
予
定
の
町
史

�
貴
重
な
鉱
物
の
数
々

�
地
域
の
歴
史
を
身
近
に

�
文
化
の
振
興

　

文
化
の
香
る
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
社
会
教
育
事
業
や
公
民
館
活
動
の
一

環
と
し
て
各
種
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
町
民
の
自
主
的
な
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
文
化
行
政
の
体
制

づ
く
り
や
石
の
博
物
館
等
の
教
育
文
化
施

設
の
整
備
充
実
に
努
め
る
ほ
か
、
幅
広
い

町
民
の
自
発
的
な
文
化
活
動
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

　

郷
土
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
や
文
化
資
源

を
適
切
に
保
存
し
、
伝
承
す
る
た
め
、
調

査
収
集
に
努
め
る
と
共
に
、
施
設
整
備
を

図
り
、
郷
土
の
文
化
資
源
の
活
用
に
努
め

ま
す
。

　

本
町
の
自
然
と
文
化
遺
産
を
記
録
・
収

集
・
整
理
し
て
次
世
代
に
伝
え
る
と
共
に
、

郷
土
の
深
い
理
解
と
愛
着
を
養
い
、
過
去

の
歴
史
か
ら
学
び
新
し
い
石
川
町
を
創
造

す
る
町
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
べ
く
町
史

編
纂
事
業
を
町
民
総
参
加
に
よ
り
推
進
を

図
り
ま
す
。

�
歴
史
文
化
の

保
存
と
活
用

�
町
史
編
纂
事
業
の
推
進

　
　

世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
に

２１
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
私
た
ち
が
住
む
石

川
町
の
姿
を
自
然
的
、
歴
史
的
、
社
会

経
済
的
な
角
度
か
ら
見
つ
め
直
し
、
こ

れ
ら
を
町
の
特
性
と
し
て
発
掘
し
な
が

ら
発
展
的
に
活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
町
で
は
平
成　
１３

年
３
月
「
石
川
町
第
４
次
総
合
計
画
〜

キ
ラ
ラ　

プ
ラ
ン
」を
作
成
し
ま
し
た
。

２１

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
以
下
の
５
つ
の
基
本

目
標
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ　

心
豊
か
に
学
ぶ
力
を
つ
な
ぐ
ま
ち

（
教
育
文
化
）

Ⅱ　

自
然
と
調
和
し
安
全
で
快
適
な
ま

ち 

（
生
活
環
境
）

Ⅲ　

人
に
や
さ
し
く
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち 

（
福
祉
）

Ⅳ　

活
力
に
満
ち
た
た
く
ま
し
い
ま
ち

（
産
業
）

Ⅴ　

町
民
と
共
に
歩
む
ま
ち

（
町
民
総
参
加
）

　

合
併　

周
年
記
念
特
集
で
は
基
本
目

５０

標
を
５
回
に
渡
り
紹
介
し
て
行
き
ま
す
。

歴
史
を
学
び
あ
い
個
性
豊
か
な 

社
会
を
つ
く
る
た
め
に 

5
本
の
柱

石
川
町
第
4
次
総
合
計
画
 

キ
ラ
ラ
21
プ
ラ
ン

を
紹
介
し
ま
す
 

石
川
町
第
4
次
総
合
計
画
 

キ
ラ
ラ
21
プ
ラ
ン

を
紹
介
し
ま
す
 



取
材
し
ま
す
！ 

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を
役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
９
月
８
日
、長
生
園
を
皮
切
り
に
６
地
区
２

施
設
の
８
会
場
で
長
寿
を
祝
う
敬
老
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
７５
歳
以
上
の
２
、３
６
３
人
、

８８
歳
到
達
５９
人
へ
そ
れ
ぞ
れ
敬
老
祝
い
金
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、結
婚
５０
年
目
の
金
婚
夫
婦
６５
組
に
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
福
島
民
報
社
か
ら
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
各
地
区
で
は
、地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
様
々
な
お

祝
い
の
歌
や
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、長
寿
を
お
祝
い
ま
し
た
。 

 

長
寿
を
祝
い 

各
地
区
で
敬
老
会 

犯
罪
、事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て 

鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド 

農
業
経
営 

家
族
協
定
を
結
ぶ 

上
位
進
出
す
る
ぞ 

ふ
く
し
ま
駅
伝
結
団
式 

　
９
月
１３
日
、根
本
常
和
さ
ん（
沢
井
）所
有
の
り
ん

ご
畑
で
家
族
経
営
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
協
定
は
、家
族
が
責
任
を
持
っ
て
農
業
経
営

に
参
加
し
、近
代
的
農
業
経
営
を
確
立
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
日
は
晴
天
の
中
、県

内
で
も
初
め
て
の
ほ
場
（
農
地
）で
の
締
結
式
で

常
和
さ
ん
利
子
さ
ん
夫
妻
、後
継
者
の
孝
司
さ
ん
、

恭
子
さ
ん
夫
妻
と
西
牧
町
長
、江
尻
農
業
委
員

会
長
、五
十
嵐
須
賀
川
農
業
普
及
所
長
が
調
印

を
行
い
、今
回
の
協
定
に
よ
り
健
康
で
明
る
い

家
庭
を
築
い
て
い
こ
う
と
誓
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
９
月
２８
日
、ク
リ
ス
タ
ル
ロ
ー
ド
で
交
通
安
全
・

防
犯
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
学
法
石
川
高
校
庭
で
行
わ
れ
た
出
発
式
で
は
、

中
谷
二
小
６
年
遠
藤
奈
津
美
さ
ん
が
「
事
件
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
」
と
元
気
に
出
発
宣
言
。
中

谷
一
小
森
田
茜
さ
ん
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
出

発
し
ま
し
た
。
緊
張
の
面
持
ち
で
出
発
し
た
子
ど

も
達
で
し
た
が
、沿
道
の
皆
さ
ん
の
拍
手
で
元
気
を

取
り
戻
し
、日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。 

参
加
児
童
は
次
の
と
お
り
で
す
。
石
川
文
化
幼
稚
園
、

南
山
形
小
学
校
、山
形
小
学
校
、中
谷
第
一
小
学
校
、

中
谷
第
二
小
学
校
、石
川
小
学
校
。 

　
９
月
２２
日
、役
場
分
庁
舎
で
、第
１７
回
ふ
く
し
ま

駅
伝
結
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
西
牧
町
長
か
ら
選
手
候
補
者
２２
名（
中
学
生
１１

名
、高
校
生
５
名
、大
学
生
３
名
ふ
る
さ
と
選
手
３

名
）へ
指
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
昨

年
ま
で
実
業
団
で
活
躍
し
た
酒
井
俊
幸
さ
ん（
学

法
石
川
高
校
教
諭
）も
選
手
兼
コ
ー
チ
と
し
て

参
加
し
中
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
チ
ー
ム
が
上
位
進
出
を
目
指
し
ま
す
。 

　
ふ
く
し
ま
駅
伝
は
、来
る
１１
月
２０
日
、白
河

市
総
合
陸
上
競
技
場
か
ら
福
島
県
庁
ま
で
の

９５
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。 

「よろしくお願いします」 
教育委員長に酒井篤彦さん 
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歌
舞
伎
に
親
し
む 

伝
統
芸
能
鑑
賞
会 

　
９
月
３０
日
、学
校
法
人
石
川
高
等
学
校
講
堂
で

伝
統
芸
能
鑑
賞
会
「
歌
舞
伎
入
門
教
室
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
教
室
は
同
校
の
主
催
、日
本
舞
踊
協
会
福

島
県
支
部
の
出
演
、共
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
は
、歌
舞
伎
の
特
徴
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
生

徒
た
ち
も
舞
台
で
実
演
す
る
な
ど
、わ
か
り
や

す
く
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
本
格

的
な
歌
舞
伎
の
演
技
や
舞
踊
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
敷
居
の
高
い
イ

メ
ー
ジ
の
歌
舞
伎
と
親
し
み
、充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。 

「よろしくお願いします」 
教育委員長に酒井篤彦さん 

「よろしくお願いします」 

　１０月３日、教育委員会定例会において、委員長に酒井
篤彦さん（山形字松森）同職務代理者に根本重泰さん（坂
路字川平）がそれぞれ就任しました。 
　また、１０月定例議会で新教育委員に近内光慶さん（中
野字福貴田）が同意され１０月１日付けで任命されました。
任期は４年です。よろしくお願いします。 

教育委員長に酒井篤彦さん 

酒井篤彦さん 近内光慶さん 
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11月 ●November

保健センター
保健センター
保健センター
老人福祉センター

白河市～福島市
中島病院

ひらた中央病院
保健センター
勤労青少年ホーム

老人福祉センター

中島病院

保健センター

七五三
すくすく教室（９：３０～）
離乳食教室（９：１５～）
１歳６ヶ月健診（１：００～）
心配ごと相談（弁護士相
談）・結婚相談（１０：００～）

第１７回ふくしま駅伝
在宅当番医

勤労感謝の日
在宅当番医
３歳児健診（１３：００～）
ねんきん相談（郡山社会保
険事務所）（１０：００～）
心配ごと相談（１０：００～）

在宅当番医

１歳児健診（９：３０～）

�

�
�

�
�
�

�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

15

16
17

18
19
20

21
22
23

24

25
26
27
28
29
30

石 川 町 1 1 ～ 1 2 月 の 主 な 予 定

１１月２７日は
石川町長選挙の投票日です
※くわしくは行政だよりをご覧ください。

12月 ●December

中島病院

老人福祉センター
保健センター

中島病院

保健センター

在宅当番医

心配ごと相談（１０：００～）
ＢＣＧ・３～４ヶ月児健診
（１３：００～）

在宅当番医

ひまわり教室・２歳児健診
（９：３０～）

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�

1
2
3
4
5
6
7
8

9
10
11
12
13
14

15
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職
業
▽
鳥
内
工
業
団
地
内
の
シ
ー
エ
ー

ジ
ー
�
で
ネ
ジ
の
検
査
、
品
質
管
理
を

し
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
何
で
す
か

基
本
的
に
は
仕
事
で
す
が
、
趣

味
の
面
で
は
音
楽
や
釣
り
な
ど

で
す
。

将
来
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
夢

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

常
に
自
分
に
誇
れ
る
様
な
も
の

を
も
て
る
人
間
に
な
り
た
い
で

す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
１
人
授
か
り
、
孫
が

２
人
で
す
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出

５０

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
３
月
に
結

３０

婚
、
水
稲
、
麦
、
和
牛
な
ど
の

専
業
農
家
で
し
た
。
昭
和　

年
ご
ろ
か

４２

ら
は
現
在
の
大
井
製
作
所
の
前
身
で
あ

る
片
山
工
業
へ
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
頃

は
す
ぐ
に
は
農
業
の
大
幅
な
縮
小
は
せ

ず
、
朝
晩
や
休
み
の
時
に
農
作
業
や
牛

の
世
話
を
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

退
職
後
は
地
域
の
役
員
な
ど
を
経
て
、

現
在
は
の
ん
び
り
と
生
活
し
て
い
ま
す
。

住所／双里字双里

岡崎　勝宗さん (７５歳 )
キイさん (７０歳 )
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字新屋敷

遠藤　秀幸さん
（２３歳）

ど
ん
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
か

石
川
町
に
は
元
々
い
い
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
、

そ
れ
ら
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
を
し
て

ほ
し
い
で
す
。

最
後
に
理
想
の
タ
イ
プ
は

明
る
く
、
自
分
の
考
え
を
も
っ

て
い
る
人
で
す
。

次
回
は
、
遠
藤
さ
ん
の
紹
介
で

藤
島　

祐
さ
ん
で
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

勝
宗
さ
ん　

ゴ
ル
フ
で
す
。

キ
イ
さ
ん　

旅
行
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ

を
教
え
て
く
だ
さ
い

北
山
形
の
福
満
虚
空
蔵
尊
は
眺

望
も
よ
く
、
杉
や
小
道
、
御
堂

も
趣
が
あ
り
美
し
い
場
所
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

総
合
運
動
公
園
を
整
備
し
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

松下　竜大    ちゃん
りゅうた

平成１６年７月３０日生まれ

野崎　 陸 音   ちゃん
り おん

平成１６年２月７日生まれ
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しゅう だん 
●サークル紹介コーナー● 第8回 あつ あたた 

◆あなたの故郷はどんな所ですか
　会津地方中部、人口約１千７百人大沼郡
昭和村です。
　昭和村といえば「からむし織り」です。
名前から、よく蚕などの虫の繭が原料と
思われがちですが、からむしは、イラク
サ科の植物の茎から取れる繊維質から出
来る糸を織り、反物にされます。現在も
このからむし織りを残して行こうと織姫
交流館を中心に村をあげて継承活動が行
われています。また駒止湿原や数多くの
銘水など自然豊かな村です。
◆いつ、石川町に来ましたか
　平成１７年４月に来ました。
◆石川町の印象は
　鳥内遺跡や大壇古墳群を始め、歴史が
古く、史跡や伝承が数多く残っています。
また、周りの人たちもやさしく、あたた
かい気持ちにさせてくれます。
◆みんなに望むことは何ですか
　将来の子ども達のために今までどおり
教育に力をそそいでほしいと思います。

福
島
県
昭
和
村 

た
ち
は
、「
手
話
の
通
訳
は
地

元
の
方
に
」
と
い
う
聴
覚
障
害

者
の
方
々
の
願
い
に
よ
り
発
足
し
、
今

年
で　

年
を
迎
え
ま
し
た
。
手
話
を
と

３１

お
し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
芋

煮
会
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
も
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

み
ん
な
で
楽
し
く
、
和
気
あ
い
あ
い

と
手
話
を
勉
強
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で

す
。
手
話
は
一
見
難
し
そ
う
に
感
じ
ま

す
が
、
表
情
や
身
振
り
手
振
り
で
相
手

に
物
事
を
伝
え
る
基
本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
初
め
て
の
方
も
大

歓
迎
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　

時　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　

：　

〜　

：　

１９

００

２１

００

場　

所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

連
絡
先　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

電
話
２
６
―
２
５
６
６

募 集 案 内 
みんなの広場では各コーナ
ーに登場していただける方
を募集しています。お気軽
にご連絡ください。 
　総務課広報広聴係 

126－2112　 

手話サークル太陽

�
昨
年
創
立　

周
年
を
迎
え

３０

　

記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た

�
笑
顔
が
た
え
な
い
サ
ー
ク
ル
で
す

私

沢田中学校教諭沢田中学校教諭

渡部渡部　輝幸輝幸さんさん
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合
併　

周
年
を
記
念
す
る
第
２
次
石
川
町
史

５０

編
纂
事
業
は
、
平
成
９
年
４
月
正
式
に
発
足
し

資
料
の
収
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て　

年
１２

３
月
に
別
巻
『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
石
川
町
の
歴
史
』、

今
春
は
第
６
巻
『
各
論
編
１　

文
化
・
旧
市
町

村
史
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

資
料
の
収
集

　

町
内
の
近
世
・
近
代
資
料
を
所
有
す
る　

数
５０

軒
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
１

万
４
千
点
に
お
よ
ぶ
貴
重
な
資
料
を
収
集
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
内
約
９
千
点
を
、

『
石
川
町
史
資
料
目
録
』
第
１
集
〜
第
５
集
と

し
て
刊
行
し
ま
し
た
。
資
料
あ
っ
て
の
歴
史
で

す
の
で
、
今
後
も
収
集
活
動
は
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　

本
年
度
の
刊
行

　

別
巻
を
い
れ
て
全
８
巻
の
町
史
の
内
、
第
３

巻
『
資
料
編
１　

考
古
・
古
代
・
中
世
』
を
年

度
内
に
刊
行
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
Ｂ
５
版
・
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
約
７
０
０
�
、

５
０
０
部
印
刷
、
定
価
は
未
定
で
す
。
本
巻
も

『
各
論
編
１
』
と
同
じ
く
、「
考
古
」
と
「
古

代
・
中
世
」
の
２
冊
分
に
す
る
予
定
で
す
。

「
考
古
」
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
発
掘
調
査
を

行
っ
た
遺
跡
を
写
真
と
図
版
を
用
い
て
解
説
す

る
も
の
で
す
。「
古
代
・
中
世
」
は
、
本
町
と

周
辺
地
域
の
資
料
を
集
成
い
た
し
ま
す
。
特
に

「
中
世
」
は
、
石
川
氏
と
一
族
の
資
料
を
広
く

収
集
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
未
公
表
の
中
世
文

書
も
多
数
あ
り
、
板
碑
な
ど
の
金
石
文
、
中
世

城
館
の
縄
張
図
も
入
り
ま
す
。
し
か
し
既
刊
２

冊
と
違
い
、
か
な
り
専
門
的
な
内
容
に
な
る
の

で
、
各
資
料
に
は
解
説
、
一
部
に
読
み
下
し
文

も
つ
け
ま
す
。
ま
た
、
第
４
巻
『
資
料
編
２　

近
世
・
近
代
（
１
）』
の
編
集
・
民
俗
調
査
等

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
都
合
に
よ
り
「
町
史
編
纂
室
だ
よ
り
」

は
、
当
分
の
間
休
載
い
た
し
ま
す
。

編
纂
室
だ
よ
り 

99

　

町
教
育
委
員
会
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
中
・

高
校
生
が
子
育
て
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
し
て
「
子

育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会
」
を
開
催
し
て
お
り
、

一
般
を
含
む　

名
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

４０

　

８
月　

日
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
学
生
を
対
象

１１

と
し
た
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
３
・
４
カ
月
児
の
健

診
時
を
利
用
し
「
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
も
の
で
、
参
加
し
た
受
講
生
は
実
際
に
子

ど
も
達
と
接
し
ま
し
た
。
最
初
は
不
安
げ
に
接
し
て

い
た
受
講
生
も
、
徐
々
に
子
ど
も
の
愛
ら
し
い
姿
に

引
き
寄
せ
ら
れ
、
抱
き
な
が
ら
笑
顔
で
子
ど
も
を
あ

や
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
経
験
者
と
の
交
流
や
幼
い
子
ど
も

達
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
な
が
ら
、
参
加
者
は
子
育

て
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

▲実際に子どもをだっこしました

第8回

　キノコのたくさん採れる季節ですが、自生する
スギヒラタケ（写真）を食べて急性脳症を疑う症
例が昨年９月頃から多発しております。国の調べ
では特に人工透析など腎機能障害の方が食べて腎
臓の機能が低下し、原因不明の急性脳症・脳炎を
発症していることがわかっています。中には死亡
した例も確認されておりますが、その後の調査で
は、腎機能低下の有無が不明である人の死亡例も
判明しました。
　今のところ原因がはっきり分かっていませんの
で、原因が究明されるまでの間、腎臓の病気を持
っている方だけでなく、健康な方も念のためスギ
ヒラタケを食べる事を控えるようにしてください。

＊スギヒラタケは、地
域によってスギカヌカ、
スギワカイ等と呼ばれ
ています。

��������	
��
�����

町
史
編
纂
事
業
の
今

子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育ててててててててててササササササササササポポポポポポポポポポーーーーーーーーーータタタタタタタタタターーーーーーーーーー養養養養養養養養養養成成成成成成成成成成研研研研研研研研研研修修修修修修修修修修会会会会会会会会会会子育てサポーター養成研修会

詳しくは「林野庁ホームページ」へ
http://www.rinya.maff.go.jp/
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納期
今月の

こんにちは
赤ちゃん

（平成１７年９月１日～９月３０日まで届出分　敬称略）

住 所保 護 者氏 名

清野　 弘  喜  （武　吉・美　樹） 境ノ内
ひろ き

山田　 琴  楓  （康　志・　緑　） 双　里
こと は

斎藤 壮  一  郎  （幸　樹・久美子） 形　見
そう いち ろう

白髭　 海  音  （竹　史・政　子） 母　畑
かい と

十文字 佑  生  （秀　寿・フミ子） 南山形
ゆう い

小林 脩  太  郎  （庸　介・麻　里） 塩　沢
しゅう た ろう

田村　 笙  汰  （一　浩・美貴子） 中　野
しょう た

深谷　 真  由  （　功　・美　幸） 沢　井
ま ゆ

���������	
���
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歯科ドック受けませんか？ 

おくやみ
住 所　 氏　 名　

 鈴　木　藤　吉 新　町

 円　谷　清　七 中　野

 小　崎　みどり 松木下

 仲　田　國　美 中　田

 添　田　清　勝 北山形

 小　林　文　弥 沢　井

 丹　内　ユ　キ 双　里

 溝　井　三ツ子 屋敷入

 三　森　民　樹 大字新屋敷

 永　沼　莊　次 山　形

 永　沼　金　藏 湯郷渡

 吉　田　　　正 湯郷渡

 斉　藤　モリイ 双　里

 近　内　乙　女 中　野

 桑　澤　正　典 湯郷渡

 藤　原　銀　一 塩　沢

　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

根本　信明（沢　井）・吉田　　都（中島村）

草野　寛喜（曲　木）・増子　裕美（玉川村）

カップル誕生

●歯科ドックとは？
歯科ドックとは、お口の中の健康状態をより詳しく調べ
る検査のことです。
　歯は、健康のバロメーターです。高齢者を対象とした
統計分析等から、歯の喪失が少なく、よくかめている人
は生活の質及び運動能力が高く視聴覚機能の優れている
ことが明らかにされています。
　そこで、定期的に歯科検診を受診して、早めに歯科治
療を受ける習慣を身につけることが歯の喪失抑制、ひい
ては健康な身体づくりにつながります。
　是非この機会に、歯科ドックを受診されますようおす
すめいたします。

●募集対象者

　石川町国民健康保険に加入している２０歳以上の被
保険者です。（受診人員は、８０名を予定しています。先
着順で定員になり次第締め切らせていただきます。）

●検診できる医療機関

　青柳歯科医院、我妻歯科医院、近内歯科医院、
　三瓶歯科医院、鈴木歯科医院、中島歯科医院、
　福田歯科医院　

●検診期間

　平成１７年１１月１５日から平成１８年３月１５日まで。

●検診内容

　う蝕（むし歯）検査、歯周病の検査、レントゲン検
査（パノラマ）等を行い、検査後指導（結果説明）が
あります。また、治療が必要な方については、アドバ
イスを行います。

●検診費用

　個人負担金は１，０００円です。
　（申し込み時にお支払いいただきます。）

　お問い合わせ・お申し込み
　町民生活課・国保年金係　電話２６-９１２５



表紙の写真 

ふるさとの花だより 

小さな美術館 ●第224回  
　第一保育所 

施設の紹介  
　今年４月は、１１９名の子ども達が集まりました。みんなすぐに仲良し、毎日元気いっぱい楽しく遊ん
でいます。 

編集後記 
　秋はイベントの多い季節でした。
この様々なイベントには数多くの
ボランティアの皆さんが活躍され
ていました。無償奉仕？順番だから？
頼まれたから？参加者に喜んでも
らえるから？様々な胸中ボランテ
ィアの皆さんは与え、参加者の皆
さんは与えられる。双方が心から
楽しみ、勉強し、理解し合い、心
に残る充実した時間を過ごしイベ
ントを盛り上げていくことが出来
れば素敵なことですね。（吉田知克） 

　紅葉を始めた木々を横目に、かれんなピン

クいろの花を咲かせる。全体にやわらかな腺

毛が密生し、さわるとベタベタする。 

（写真提供／関根政信さん） 

　第二保育所に通う鮎沢ほのかさん（右）妹のか
すみさん。祖父の勝さん（右）祖母の米子さん（左）
です。 

表紙の 登場人物 

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
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コシオガマ（ゴマノハグサ科） 

【左上段】9月17日、18日行われた、石都々
古和気神社例大祭の様子です。 
【右下段】9月28日に行われた鼓笛隊パレ
ード出発式で出発宣言を行う遠藤奈津美さ
ん（中谷二小）です。 

町の人口 

18,797人（－12） 

（  ）内前月比 

●10月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,173人（－  6） 
9,624人（－  6） 
5,584戸（－  4） 

運動会楽しかったよ！ 
１０月１日行われた思い出に残る運動会をかきました。 

（後列）酒井陽輝くん　江尻琴星さん　芳賀大輝くん　　　（前列）吉田つばささん　五十嵐好耶くん　塩田由佳さん 
はる き こと せ だい き よし や ゆ　か 
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